Embryolgical studies of the Magroliaceae(s.1.) (モクレン科植物(広義)の発生学的研究) by 林 義昭
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論文審査要
 ヒ
目
 広義のモクレン科はその分類学的取扱いについて種々の見解がある。著者は,これらの問題解明に
 寄一与するため,い盛だ発生学的研究の全ぐ行なわれていなかった同科の5属5種,すなわち,シモク
 レン,カラタネオガタマ,シキミ,マッブサ,サネカヅラについて比較発生学的研究を行なった。
 第1部では,小胞子かよび雄性配偶子形成について述べ,すべてのタペート細胞が側膜起原,腺型
 であり,完熟花粉が2細胞性である事を確認した。シモクレン,カラタネオガタマでは,4分子形成
 が変型同時分裂でぐびれ込み型の膜形成で行なわれ,配列は左右相称型か十字型となるが,シキミ,
 マツブサ,サネカヅラでは典型的な同時分裂で膜は細胞板により形成され,4面体配列となる諸点が
 異なり,又花粉は前二者は単溝粒型,シキミは3溝粒型,最後の二者は6溝粒型で花粉管が集合極か
 ら発芽する新事実を見出し,他のものがいずれも溝又は孔を通じて発芽するのと異左る事などを確めた。
 第2部では大胞子拾よび雌性配偶子形成,受精,胚乳形成,胚発生について述べ,いずれも肥厚珠
 心型で2枚の珠皮をもつ倒生胚珠,胚のう形成はタデ型,胚乳形成は造膜型であることを認めた。た
 だシキミでは胚珠はi心皮にただ1個で他は2個以上であること・シモクレン,カラタネオガタマで
 は胚発生はアカバナ属型であり,種子散布時の胚は2子葉の原基が完成されているが,シキミ,マツ
 ブサ,サネカヅラではコンギク属型胚発生て胚は子葉未発達で散布される等の異点を見出した。
 第3部に角いては広義のモクレン科植物の8属の分類系統学的な考察を行ない,今回ならびに既往
 の発生学的知見を基にしてモクレン属,オガタマノキ属,ユリノキ属が独立した狭義のモクレン科を
 作り,シキミ属,マツプサ属,サネカヅラ属が別のマツブサ科として区別されると考えられ,さらに
 ドリミス属,プセウドウインテラ属はマツプサ科とは異なる点が多くモクレン科(狭義)とも胚珠
 が多数である事,四分子配列が4面体型で分離しない事で異なり,さらに特殊な分布域を持ち,道管
 を欠ぐ事により独立のドリミ'ス科を設けて区別すべきであるとの結論に達した。
 以上広義のモクレン科植物の5属5種についての比較発生学的研究により幾多の新知見を加えたの
 みならず,分類系統学的考察に対する貴重左資料を提供した。よって林義昭提出の論文は理学博士の
 学位論文として合格と認める。
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